
2017年11月10日
「いつでも、どこでも、だれでもが、がんの情報を得られる地域づ
くりの第一歩」in岐阜

愛知医科大学病院 健康情報室（アイブラリー）の紹介

• 健康情報室看護師
谷口昌子

開室日・開室時間・勤務者

• 開室日：月～金

時間：9：00～16：00

土・日曜日・祝日・年末年始
（12/29～1/3）閉室
• 臨時休業はその都度案内する

• 看護師と図書館司書で
勤務している

• 看護師勤務時間
9:00～16:00

（11:00～12:00は不在）

• 司書勤務時間

10：30～12:00

運営主体は看護部

運営委員には、病院事務職員、MSWも含まれる。

健康情報室の主な業務

1)医療・健康に関する本の提供、検索

2)患者さんのお話を聞き必要な部署へつなぐこと

3）患者さんの不安に対処できるよう傾聴すること



健康情報室内部

児童書

医療・健康情報図書として扱うテーマ

⑴ 辞書・事典類
⑵ 医療全般
⑶ からだ(例：人体の構造と機能をわかりやすく解説しているもの)
⑷ 病気

(例：疾病についての概説書，診療ガイドライン，学生向け教科書)
⑸ 検査・診断(例：検査値の見かた)
⑹ 薬(例：医薬品集)
⑺ 栄養(例：食事療法，介護食)
⑻ 癌の知識・緩和医療
⑼ 患者・家族の支援

(例：生活習慣に関する啓蒙書，退院後の暮らしの情報，入院
生活のQOLを高める啓蒙書)

⑽ 医療，社会制度，介護
(例：病院名簿，患者団体名簿，医療費、介護保険)

⑾ その他，必要と思われるもの

図書を選ぶ基準

１ 最新の情報を提供できる。
２ 入門書、概説書を含め専門情報を収集する。

本学教職員が執筆した図書や患者向け指導
ツールを積極的に収集する。

３ 理論が確立した信頼できる内容であること
４ 定評のある著者や学会の著作であること
５ 宣伝目的ではないこと



たちばな文庫

写真を入れる

パンフレット

DVD上映閲覧 29年度4月～10月
月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

人数 １６ １４ １２ ２６ １８ １０ １９



相談あれこれ

・Osler病

・遺伝性色盲検
査の中止理由

がんと言われた。

年老いた母親を残し
て先に死ねない。

治療の時も母親の
ことが心配である。

外来化学療法後、
2～3日程すると

食事ができなくな
り困る。

傾聴

●●について、
●●●というように
書いてある本はあ
るか？探して見て
いただく。

相手の

は様々

相手の
反応

は様々



ミニセミナー風景 アイブラリー（健康情報室）では、魅力ある癒しの空間を作るため、
季節の飾りつけをするなど、環境の工夫をしています。

まとめ

• 自分の病気の理解

• 治療に結びつくサポート

• 健康情報を届ける。

健康情報室外観

。

←健康情報室→


